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I. 流通科学大学における FD 活動 














同士が自発的に協働して行うものである（田中 2011：9）。以下、この 4 類型を援用して、まず
は本学での FD 活動について、そのあとに橋本・桑原による授業実践を分析する。 
2. 流通科学大学における FD の特徴 
本学は 1988 年に開学した商業・経営系の大学である。2015 年度より学部改編により商学部、
経済学部、人間社会学部の 3 学部となった。2015 年度の学部入学者は 860 名、学生数は 3 学部





本学の FD への取り組みは早く、1994 年度には「学生による授業改善アンケート」を導入、2001
年度からは「学生による授業評価」結果を教職員に公表している。1998 年からは教育方法などに
関する「意見交換会」（2000 年度第 2 回からは「FD 研修会」に改称）が開催され、以降、FD
研修会・ワークショップが年に 2~6 回開催されている。1992 年度からは全教員の専門分野や研
究業績、担当科目、教育実践等の詳細を掲載する『教育研究等活動報告』が発行されている。橋
本と桑原はともに 2015 年度に本学に着任したが、この冊子を手がかりに過去の授業実践や ICT






以下 OCW）である。これは 2000 年度から始まっていた教職員による授業見学の取り組みを 2003
年度後期に体系化したものである。2007 年度には文部科学省「特色ある大学教育支援プログラム」









本学の FD の取り組みを前節の田中による FD の 4 類型で分類すれば、FD 研修会は「伝達講
習・制度化型」となる。FD ワークショップ、『教育研究等活動報告』の発行、OCW は、制度化
されたものではあるが、教員同士の相互啓発という性格も備えていることから「相互学習・制度
化型」にあてはまるだろう。つまり、本学の FD 活動には多様な型が用意されているといえよう。 
ただ近年は OCW への参加や研修会やワークショップの開催回数が減少している。これまでの
経緯や成果を総括し、FD の今後のありかたを検討する段階にきているのかもしれない。本稿は





本学では 2015 年度から初年次教育プログラムが刷新された。第 1 セメスター（前期）は 1 年
生のみを対象とする科目を受講することで、高校から大学での学びへのなめらかな移行を狙う。
第 1 クォーター（4‐5 月の 8 週）は“気づき”をキーワードに、グループ活動や他者との交流を
メインに設定された「自己発見とキャリア開発」（8 単位）という科目を核に受講する。第 2 ク













には「Ⅱ」の同時受講が推奨された。「Ⅱ」は 8 クラス設置され、橋本・桑原がそれぞれ 4 クラ







第 2Q は 90 分授業 2 コマ連続を 8 週間実施するため、通常の授業とは違う工夫が必要となっ

































桑原は金曜 1‐2 限で観察した内容を、その日の 3‐4 限の単独授業で早速実践する。そこでの
反省を踏まえて、月曜 1‐2 限、3‐4 限の合同授業で授業観察と実践を同時に行い、そこで得た






































































































































































































































































我々の取り組みは、Ⅰ章で紹介した田中の FD の 4 類型では「相互学習・自己組織化型」に当
たるだろう。この型の FD は、神藤がいうところの「一律にトップダウンで参加させられ啓蒙さ
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付記： 
1）本論文は橋本・桑原両名で構想、議論を重ねた上で，以下のように執筆を分担した。はじめに、Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ章：
橋本、Ⅲ章：桑原。 
2）本研究は、2015 年度流通科学大学特別研究費（研究課題名：「初年次教育における大学間連携の事例に関す
る研究および教育方法の共同開発と実践」申請者：橋本）の助成を受けた研究成果の一部である。 
 
 
 
